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お申し込みは申込用紙をご利用の上 FAX，郵送にてお願いいたします． 

ウェブ・サイトからもお申し込みいただけますのでご利用下さい． 

  
お申し込み・お問い合せ 

財団法人平岡環境科学研究所 〒220-0102 神奈川県相模原市城山町原宿5-15-6 

TEL 042-783-5881  FAX 042-783-5882  

 E-mail : ウェブ・サイトからお送り下さい 

 URL: http://hiraokaken.or.jp/  

「丹沢大山総合調査学術報告書」2007 年版の刊行をご案内いたします． 

2007 年版では，自然環境についての詳細な学術報告とともに，これらの

研究成果を基礎として，丹沢で生き，丹沢を利用する人々とともに行う自

然環境の再生，ブナ林再生のためのニホンジカの保護管理など，未来に

向けた提言が行われています． 

 

丹  沢  大  山 

総合調査学術報告書 
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